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【実験方法】①先行研究において得られていた Fgf3/9/15 三重遺伝子変異候補 ES 細胞について PCR 解
析による予備的スクリーニングを行った。その結果、Fgf3/9/15 三重遺伝子変異 ES 細胞及び Fgf3/15
二重遺伝子変異 ES 細胞を同定する事ができた。これらの ES 細胞を宿主胚へ injection し、仮親へ移植
後、胎生 10.5 日及び 13.5 日で胚を摘出、蛍光実体顕微鏡下で ES 細胞寄与率の高い胚を選別した。胚
の四肢からゲノム DNA を精製し、PCR 及び sequence 解析によって遺伝子型を決定した。遺伝子型解
析から Fgf3/9/15 遺伝子欠損及び Fgf3/15 遺伝子欠損と考えられた胚について網膜周辺組織の切片を作
製し、HE 染色法、免疫染色法を用いて表現型の解析を試みた。②並行して、Fgf9/15、Fgf3/9 の二重
遺伝子欠損マウスの作製も試みた。先行研究により選定された Fgf9/15 及び Fgf3/9 を標的とした
sgRNA をベクターに組み込み、リポフェクションにより ES 細胞へ導入した。PCR 解析による予備的









細に解析する為に①と同様に Fgf3/9 及び Fgf9/15 二重遺伝子欠損マウス作製を行った。その結果、複
数の ES 細胞系統より寄与率の高い変異胚を得ることが出来た。更に Fgf3/9 遺伝子欠損胚については




ら、網膜形成において各 Fgf 遺伝子の遺伝学的役割が異なっている事が示唆された。 
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